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1. はじめに	 
本書は著者が 2004 年から 2011 年にかけて発表してきた論考をまとめた
論集であり、単著としては『近代日本の日蓮主義運動』（法蔵館、2001 年）
















第 1 章	 「近代仏教になる」という物語―日本近代仏教史研究の新たな視
座― 
第 2 章	 明治期の「新しい仏教」の形成と展開―仏教青年たちのユースカ
ルチャー― 
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第 3 章	 昭和初期の「新しい仏教」をめぐる動態―伝統仏教・新興仏教・
反宗教の交渉と葛藤― 
Ⅱ	 国民国家と近代仏教 
第 1 章	 政治参加する仏教者たち―仏教の公共的役割をめぐって― 
第 2 章	 ナショナリズムと仏教の共‐構成―1920 年代の国柱会の社会教化
活動― 
第 3 章	 戦争は罪悪か？―20 世紀初頭の仏教者の非戦論― 
Ⅲ	 越境する近代仏教 
第 1 章	 仏教アジア主義のゆくえ―日蓮宗僧侶・高鍋日統の内蒙古布教― 
第 2 章	 交錯する超国家主義と仏教―宗教的セクトとしての血盟団― 


































































































































































































最後に、評者より著者に対して 2 つ要望を述べてみたい。1 つは、本書を
読み解く際のキーワードとなる「脱聖化」と「再聖化」についてである。
本書では、脱（もしくは再）聖化してゆく原因、およびその背景、さらに
は何をもって「脱（もしくは再）聖化」ということができるのかが明示さ
れていないように思う。非常に示唆深い分析概念であることは間違いない
が、それゆえに、より明確な定義や適用が求められるではないだろうか。
もう 1 つは、伝統教団の扱いについてである。（評者の持論ではあるが）日
本の近代仏教の多く部分は、やはり伝統的な教団やそれに所属する僧侶が
担っていたことは間違いない。無論、このような理解は近代仏教の定義に
関わる問題ゆえに、そう簡単に断言してはいけないのかもしれない。しか
し、著者は「仏教の近代化」を問うことを本書内でも公言しており、その
射程は「狭義の近代仏教」に留まるものではなく、「広義の近代仏教」まで
も含むものであろう。外圧的であれ、内発的であれ、当然のことながら教
団も近代化に基づく変革を体験しており、近代化の問題は教団にとっても
非常に重要な課題であったことは疑い得ない。ゆえに、本書にそれらを分
析・考察する（もしくは、しようと試みた）章が割かれていないのは、無
いものねだりかとは感じつつも残念であった。今後も、更なる進展を経た
“近代仏教への視座”の提起を期待して止まない。 
